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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示手段と、前記表示手段に設けたタッチパネルと、前記タッチパネルからの入力位置
情報と前記入力位置における前記表示手段の表示内容から入力内容を検出する入力情報制
御手段と、前記入力情報制御手段からの設定情報などを演算処理する制御手段と、前記タ
ッチパネルの入力を無効とすることを表示手段で案内する操作無効情報表示部とを備え、
前記操作無効情報表示部に位置するタッチパネルからの入力があったときには、所定の時
間タッチパネルの入力を無効とし、前記表示手段の画面の背景色を黒色系にするとともに
、前記操作無効情報表示部に位置するタッチパネルからの入力があった後、前記タッチパ
ネル上による入力が無効であるメッセージを表示する前に、利用者が前記所定の時間を設
定できるようにしたことを特徴とする情報端末機器。
【請求項２】
　入力情報制御手段が、操作無効情報表示部に位置するタッチパネルからの入力を検出し
たときから所定の時間をカウントするタイマーを備え、表示制御手段は、タイマーによる
所定時間カウント中は、経過時間または経過時間のイメージ情報を表示する請求項１記載
の情報端末機器。
【請求項３】
　入力情報制御手段が、操作無効情報表示部に位置するタッチパネルからの入力を検出し
たときから所定の時間をカウントするタイマーを備え、表示手段はバックライト装置を備
え、前記バックライト装置に供給する電流をオフする電源切替え手段を備え、タイマーに
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よる所定時間をカウント中は、タッチパネルの入力を無効とし、前記バックライト装置の
電源をオフする請求項１に記載の情報端末機器。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の情報端末機器を給湯器の操作装置に適用した給湯
器遠隔操作装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、入力手段としてタッチパネルを備えた情報端末機器または給湯器遠隔操作装
置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、情報出力装置としてのディスプレイに、情報入力装置としての機能を加えたタッ
チパネル式ディスプレイが知られている。これらの装置は、キーボードやマウスやボタン
などの入力装置を用いなくても、直接画面上のボタンイメージに触れることで入力できる
ので、利用者にとって操作がしやすいという利点がある。しかし、タッチパネル式ディス
プレイは、人間の指で直接入力するものが多く、指紋などにより非常に汚れやすい。また
、ディスプレイ上についた汚れを掃除する場合は、一旦電源を遮断してから作業しなけれ
ば掃除の行為が入力情報として処理されてしまうという課題があった。
【０００３】
　このようなタッチパネルを備えた情報端末機器において、接触による誤動作を防ぐため
には、例えばタッチパネルの入力可／不可を切替えられるスイッチを設け、タッチパネル
による入力作業を行うとき以外は、このスイッチによりタッチパネルの入力を禁止してお
くという構成になっている（例えば特許文献１参照）。
【０００４】
【特許文献１】
　　特開２０００－１９４５０４号公報
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、これら従来の情報端末機器において、タッチパネルの入力操作は禁止と
しても、特に画面表示がカラーである場合では、画面上に表示している情報はそのままで
あると、画面上の汚れが目立ちにくいので、きれいに掃除できないという課題があった。
【０００６】
　本発明は、上記の課題を解決し、タッチパネルを掃除する際に、画面上の背景色を黒色
などにしたり、バックライトの電源をオフするなどしたりして、画面上の汚れを目立ちや
すくし、利用者の掃除の作業性を向上させることを目的としている。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　前記従来の課題を解決するために、表示手段と、前記表示手段に設けたタッチパネルと
、前記タッチパネルからの入力位置情報と前記入力位置における前記表示手段の表示内容
から入力内容を検出する入力情報制御手段と、前記入力情報制御手段からの設定情報など
を演算処理する制御手段と、前記タッチパネルの入力を無効とすることを表示手段で案内
する操作無効情報表示部とを備え、前記操作無効情報表示部に位置するタッチパネルから
の入力があったときには、所定の時間タッチパネルの入力を無効とし、前記表示手段の画
面の背景色を黒色系にするとともに、前記操作無効情報表示部に位置するタッチパネルか
らの入力があった後、前記タッチパネル上による入力が無効であるメッセージを表示する
前に、利用者が前記所定の時間を設定できるようにしたことを特徴とする情報端末機器で
ある。
【０００８】
　これによって、所定の入力があってから所定時間タッチパネルの入力が無効となると共
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に、画面の背景色を黒色系の色とすることで画面上の汚れを目立ちやすくし、利用者の掃
除の作業性を向上させることができる。また、その都度の汚れなどに合わせて利用者が選
択できるので、掃除の途中でタッチパネルの入力を無効が終了してしまうという可能性を
軽減できるので、さらに利用者の使い勝手が良くなる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
　本発明の実施の形態は、表示手段と、前記表示手段に設けたタッチパネルと、前記タッ
チパネルからの入力位置情報と前記入力位置における前記表示手段の表示内容から入力内
容を検出する入力情報制御手段と、前記入力情報制御手段からの設定情報などを演算処理
する制御手段と、前記タッチパネルの入力を無効とすることを表示手段で案内する操作無
効情報表示部とを備え、前記操作無効情報表示部に位置するタッチパネルからの入力があ
ったときには、所定の時間タッチパネルの入力を無効とし、前記表示手段の画面の背景色
を黒色系にするとともに、前記操作無効情報表示部に位置するタッチパネルからの入力が
あった後、前記タッチパネル上による入力が無効であるメッセージを表示する前に、利用
者が前記所定の時間を設定できるようにしたことを特徴とする情報端末機器であり、上記
構成によってタッチパネルを掃除する際に、画面上の背景色を黒色系の色にすることによ
り画面上の指紋などの汚れが目立ちやすくなり、利用者の掃除の作業性を向上させること
ができる。また、その都度の汚れなどに合わせて利用者が選択できるので、掃除の途中で
タッチパネルの入力を無効が終了してしまうという可能性を軽減できるので、さらに利用
者の使い勝手が良くなる。
【００１０】
　また、上記構成によって入力検出手段は、表示手段上に設けたタッチパネルによる入力
位置とこの位置に対応した表示手段の表示内容から入力内容を検出し、制御手段はこの入
力内容に応じた制御を行う。
【００１１】
　ここでこのタッチパネルを掃除するような場合は、操作無効情報表示部に位置するタッ
チパネルからの入力を無効入力検出部が検出し、この無効入力検出されたときからタイマ
ーが所定時間をカウントして、タイマーがカウント中は入力検出手段の入力検出を無効と
する。従ってタッチパネル以外に別にスイッチ等の機構を設けることなく、電源を遮断せ
ずにタッチパネルを掃除しても誤動作を起こすことがない。
【００１２】
　また、表示制御手段は、タイマーによる所定時間カウント中は、タッチパネル上による
入力が無効であるメッセージを表示することを特徴とするものであり、上記構成によって
、使用者はタッチパネルによる入力が有効な状態か無効な状態かを知ることができ、使い
勝手が向上する。
【００１３】
　さらに、表示制御手段は、タイマーによる所定時間カウント中は、経過時間、または経
過時間のイメージ情報を表示することを特徴とするものであり、上記構成によって、使用
者はタッチパネルによる入力が無効な残り時間を確認することができ、使い勝手が向上す
る。
【００１４】
　さらにまた、表示手段はバックライト装置を備え、前記バックライト装置に供給する電
流をオフする電源切替え手段を有し、タイマーによる所定時間カウント中は、タッチパネ
ルの入力を無効とし、バックライトの電源をオフすることを特徴とするものであり、上記
構成によって、タッチパネルを掃除する際に、バックライトの電源を遮断し、画面を暗く
することにより、画面上の指紋などの汚れが目立ちやすくなるので、利用者の掃除の作業
性を向上させることができる。
【００１５】
　そしてまた、利用者が、予め設定されている前記所定時間カウント値を設定変更可能で
あることを特徴とするものであり、上記構成、動作によると、指紋などの汚れはなかなか
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落ちにくく、どこまできれいにするか、利用者の好みに分かれるところであるが、利用者
の好みや、汚れの程度に合わせて、利用者が入力検出を無効とする時間の設定を変更でき
るようにすることで、利用者の性格、好みに合わせることが可能な機器を提供することが
できる。
【００１６】
　さらに、前述の情報端末機器を給湯器遠隔操作装置にすれば、通常、台所に設置される
ことが多い給湯機リモコンは、設置環境上、油のついた手などで操作されることが多く非
常に汚れやすいが、画面を掃除する際、画面を黒色系の色にしたり、バックライトの電源
を切り画面を暗くしたりして台所に設置されるような機器の場合でも、画面の汚れが分か
りやすく、利用者の掃除の作業性を向上させることができる。
【００１７】
【実施例】
　以下、本発明の実施例について図面を参照しながら説明する。
【００１８】
　（実施例１）
　本発明の実施例１について、図１から図５を用いて説明する。まず、実施例１の構成に
ついて、図１を用いて説明する。図１は、本発明の実施例１における情報端末機器のブロ
ック図を示すものである。１は情報端末機器の本体、２は情報端末機器１が備えているア
プリエーションの画面や、情報端末機器１の制御状態、制御入力値、設定値、利用者へ提
供する各種情報などを表示するための表示手段であり、例えば液晶表示器などである。３
は表示手段２の上に設けたタッチパネル、４はタッチパネル３から入力された制御情報や
、設定情報などを演算処理する情報処理手段、５は情報処理手段の中で、タッチパネル３
からの出力情報（利用者の入力情報）の情報処理を行う、入力情報制御手段である。また
、６はタッチパネルの入力を無効にする入力を行うための入力位置情報を表示している操
作無効情報表示部、７は入力情報制御手段５が操作無効情報表示部６に位置するタッチパ
ネルからの入力を検出したときから所定時間をカウントするタイマー、８は予め設定され
たタイマーの設定値や、その他、情報端末機器１が保有している設定値情報を記憶する記
憶手段である。
【００１９】
　次に、実施例１の動作について、図２から図４を用いて説明する。図２は、情報端末機
器１の外観の例を示す図である。図２に示している情報端末機器１の表示手段２に表示し
ている画面は、情報端末機器１の音量設定や、画面の明暗などの基本設定を行う設定画面
の例を示している。また情報端末機器１は、アプリケーション画面上に表示しているボタ
ンイメージの位置の対応したタッチパネル３からの入力情報に基づいて、前記入力情報制
御手段５により、その位置に対応した制御を行っている。
【００２０】
　例えば、図２において、入力情報制御手段５が、「お掃除モード」のボタンイメージが
表示されている領域、つまり「お掃除モード」のボタンイメージが表示されている領域に
対応した位置のタッチパネル３の領域を利用者が触れると、情報処理手段４は、タッチパ
ネルの入力を無効とするタッチパネルのお掃除モードの画面に切替える。
【００２１】
　図３は、表示手段２とタッチパネル３の構成について示す図であり、３１は、タッチパ
ネルの入力部の一部であり、操作無効情報表示部６の位置に対応したタッチパネル上の入
力位置である操作無効情報入力部である。
【００２２】
　図２に示したような設定画面が表示されているとき、「お掃除モード」というボタンイ
メージの領域は、図３において、操作無効情報表示部６の機能を果たしており、また、操
作無効情報表示部６の位置に対応したタッチパネル３の入力領域は、操作無効情報入力部
３１としての機能を果たしている。
【００２３】
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　画面の掃除をしたい場合、利用者が、図２の「お掃除モード」のボタンイメージの領域
に対応した位置のタッチパネルである操作無効情報入力部３１に触れると、入力情報制御
手段５は、画面を「お掃除モード」の画面に切替え、タッチパネルの入力を無効とし、同
時にタイマー７のカウントを開始する。
【００２４】
　タッチパネルの入力を無効とする時間は、予め記憶手段８に保持されている。例えば、
３０秒タッチパネルの入力を無効とする設定となっていた場合、タイマー７によって所定
時間カウントされ、タイマー７が所定時間のカウントを終了すると元の状態に戻る。即ち
タッチパネル３からの全ての入力は有効となり、また表示手段２への表示は情報処理手段
４から送られる信号によるものとなる。
【００２５】
　タッチパネル３による入力が無効となっているとき、すなわち「お掃除モード」中に、
表示手段２に表示する画面の例を図４に示す。利用者が、情報処理端末１の画面を拭き掃
除する際、汚れや指紋のあとなどを目立ちやすくするために、画面の全体の色、もしくは
背景色は黒色系の暗い色とする。その他の色では、灰色、青色といった色でも汚れや指紋
のあとなどが分かりやすいので、その効果は変わらない。
【００２６】
　「お掃除モード」中の画面の色は、黒色などの一色を表示手段２の全体に表示する方法
でも良いが、利用者にとって、画面が真黒では機器が故障したと勘違いすることも考えら
れる。そこで、図４に示すように、表示手段２上に、「お掃除モード」というタイトルや
、タッチパネルが効かない旨の報知を行う。また、利用者が、所定の時間に対してどの程
度時間が経過したかが分かるように、時間の経過とともに画面中に表示している経過時間
のイメージ情報として表示している。
【００２７】
　図４は、タッチパネル操作無効の時間が経過するごとに、画面中の丸を左から順番に黒
く塗りつぶす場合のイメージ図であるが、経過時間をそのまま数値情報として表示しても
よい。また、経過時間ではなく、残り時間を表示してもその効果は変わらない。
【００２８】
　また、図５はタッチパネルの入力を無効にする時間を設定変更できる画面の例であり、
例えば、図２において、「お掃除モードの時間設定」を選択すると、図５に示すような画
面を表示する。図５では、１５秒、３０秒、４５秒、６０秒の中から選択する形式になっ
ているが、画面上に上下ボタンなどを準備して、利用者が自由に設定できるようにしても
良い。指紋などの汚れはなかなか落ちにくく、どこまできれいにするか、利用者の好みに
分かれるところであるが、利用者毎でタッチパネルの入力を無効とする設定時間を変更で
きるようにすることで、利用者の性格、好みに合わせることが可能な機器となる。
【００２９】
　図２において、「お掃除モードの時間設定」ボタンを設けずに、「お掃除モード」を選
択し、画面が図４に示すような「お掃除モード」の画面に切替わる前には必ず図５に示す
ような「お掃除モードの時間設定」を表示させるようにしても、その都度の汚れなどに合
わせて利用者が選択できるので、掃除の途中で「お掃除モード」が終了してしまうという
可能性を軽減できるので、さらに利用者の使い勝手が良くなる。
【００３０】
　このように、前記情報端末機器１の画面（タッチパネル）の掃除をする際、所定の時間
タッチパネルの入力を無効とすることで、掃除中の機器の誤入力を防止することができる
と同時に、そのとき、前記表示手段２の表示色を黒色系の色とすることで、画面の汚れや
指紋のあとなどが、利用者にはっきりと分かるので、画面の掃除をする際の作業性を向上
させることができる。
【００３１】
　また、タッチパネルの入力が無効の状態となっているとき（「お掃除モード」中）は、
利用者に、経過時間やタッチパネルの操作が効かない旨の報知を行うことで、利用者が安
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心して作業が行えるような機器とすることができる。
【００３２】
　なお、本実施例は情報端末機器１単体で説明したが、情報端末機器１に限らずタッチパ
ネルを備える全ての電気機器について本発明は有効である。特に、給湯器遠隔操作装置や
インターフォンなどは台所に設置されることが多く、このような機器の場合は、油の付着
した指などで操作される状況が多いので、タッチパネルの入力を無効とし、画面を黒色系
の色にして汚れを目立たせることは、画面の掃除をする際の作業性を向上させるためには
特に効果的である。
【００３３】
　（実施例２）
　実施例２は、実施例１に加えて、利用者がタッチパネルの掃除をする際、タッチパネル
の入力を無効とすると共に、バックライトの電源をオフし画面を暗くする場合についての
実施例であり、その他の構成、動作は実施例１と同じであるので以下の説明では実施例１
との相違点を中心に述べる。
【００３４】
　まず、実施例２の構成について、図６を用いて説明する。６１は情報端末機器１に備え
られ、表示手段２である液晶表示器などを照らし、表示手段の表示を見やすくするための
バックライトである。６２はバックライト６１への電源のオン／オフの切替えを行う、電
源切替え手段である。画面の掃除をしたい場合、利用者が、図２の「お掃除モード」のボ
タンイメージの領域に対応した位置のタッチパネルである操作無効情報入力部３１に触れ
ると、入力情報制御手段５は、タッチパネルの入力を無効とし、同時にタイマー７のカウ
ントを開始する。
【００３５】
　そして、タイマー７が所定時間のカウントを終了すると元の状態に戻る。即ちタッチパ
ネル３からの全ての入力は有効となり、また表示手段２への表示は情報処理手段４から送
られる信号によるものとなる。このとき、本発明の実施例２では、タッチパネル３による
入力が無効となっているとき、すなわち「お掃除モード」中はバックライトの電源をオフ
とし、画面を暗くする。
【００３６】
　利用者が、図２の「お掃除モード」のボタンイメージの領域に対応した位置のタッチパ
ネルである操作無効情報入力部３１に触れると、前記入力情報制御手段５は、タッチパネ
ルの入力を無効とするとともに、バックライト６１への電源供給を切替える電源供給切替
え手段６１を、バックライトへの電源供給を遮断するような制御を行い、バックライトを
オフし、画面を暗くする。画面を暗くすることで、前記情報処理端末１の画面を拭き掃除
する際、汚れや指紋のあとなどを目立ちやすくすることができる。
【００３７】
　このように、情報端末機器１の画面（タッチパネル）の掃除をする際、所定の時間タッ
チパネルの入力を無効とすることで、掃除中の機器の誤入力を防止することができると同
時に、そのとき、バックライト６１をオフし、画面を暗くすることで、実施例１で示した
ような画面を黒色系の色としたときと同様に、画面の汚れや指紋のあとなどが、利用者に
はっきりと分かるので、画面の掃除をする際の作業性を向上させることができる。
【００３８】
【発明の効果】
　以上のように、本発明によれば、情報端末機器１の画面（タッチパネル）の掃除をする
際、所定の時間タッチパネルの入力を無効とし、そのとき、表示手段の画面の背景色を黒
色系の色とすることで、画面の汚れや指紋のあとなどが、利用者にはっきりと分かるので
、画面の掃除をする際の作業性を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施例１における情報端末機器の構成図
【図２】　同機器の外観の例を示した図
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【図３】　同機器の表示手段とタッチパネルの構成を示した図
【図４】　同機器のお掃除モード（タッチパネル無効モード）の時に表示する画面の例を
示した図
【図５】　同機器のタッチパネルの入力を無効にする時間設定画面の例を示した図
【図６】　本発明の実施例２における情報端末機器の構成図
【符号の説明】
　１　情報端末機器
　２　表示手段
　３　タッチパネル
　４　情報処理手段
　５　入力情報制御手段
　６　操作無効情報表示部
　７　タイマー
　８　記憶手段

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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